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岡崎市制100周年記念事業 

岡崎まちものがたり：六ツ美南部 D-02 
 

占部天神社 
 

祭神：菅原道真 

創建：不明 

 

天満宮は「天神」（てんじん）、「天神さま」「天神さん」とも呼ばれる。社名は、天満神社

（てんまんじんじゃ）、祭神の生前の名前から菅原神社（すがわらじんじゃ）、天神を祀ること

から天神社（てんじんしゃ）などとなっていることもあり、また、鎮座地の地名を冠しているこ

ともある。 

天満宮は政治的不遇を被った道真の怒りを静めるために神格化し祀られるようになった御霊信

仰の代表的事例である。明治から第二次世界大戦にかけての神道国家管理時代は、「宮」号は祭

神が基本的には皇族か皇祖神であり、かつ勅許が必要であったため、例えば太宰府天満宮が太宰

府神社と改称させられたように、「天満宮」と称していた神社も「菅原神社」・「天神社」・「天

満神社」などと改称させられていた。道真を「天神」として祀る信仰を天神信仰という。 

 

明治から昭和初期のころ，この六ツ美南部地区の躍進はめざましいものがあった。中島と同様

に占部も例外ではなかった。特に、占部村（明治22年～39年）の初代村長であった平井要造（1840

～1904）の業績は、多くの人々から認められた。そのことを示す「平井要造翁頒徳碑」（1916・

大正5年建立）が、中村町の占部天神社の境内にある。要造は1840（天保11）年6月20日に生まれ、

温厚で、人情に厚く、誠実で、仁義に重い人柄であった。1862（文久2）年5月に百姓代となり、

1868（明治初）年には組頭となり、その後庄屋となった。庄屋・組頭・百姓代は当時の村政をあ

ずかった農民で、村方三役と呼ばれていた。庄屋は村政全般の責任者で、組頭はその補佐役、百

姓代は村民の代表という性格をもっていたということである。1874（明治6）年3月、法が改めら

れて中村の戸長（庄屋などの呼称を廃止して明治22年まで戸長）となった。以後、戸長を数回行

い、村会議員も務めた。そして、市町村制の公布により1889（明治22）年11月に占部村長となっ

た。ちなみに当時の占部は、現在の上三ツ木、下三ツ木、中村、国正、正名、定国、坂左右、下

和田、野畑が含まれ、役場は中村にあった。要造は全35年間の公職を勤め上げ、1904（明治37）

年9月6日に66歳の生涯を終えた。 

要造が活躍した時期と占部学校の設立時期が重なっていることから、要造は占部学校の設立と

整備に尽力したことが推察される。占部学校は、1890（明治23）年の小学校令の改正により、1村

1校設置義務となり、1892（明治25）年5月に占部村学校仮校舎修繕委員会が設置され、同年10月1

日、占部村立占部尋常小学校ができた。参考までに当時の六ツ美には、青野、中島、占部、糟海

の4つの尋常小学校があった。占部尋常小学校は、翌年、中村に移転され平井久左衛門の居宅を借

りたという記録がある。そして、1895（明治28）年、現在の占部天神社の位置に新校舎ができ、

開校式が開催された。このように，市町村制とともに小学校令の改正が行われ、占部学校が創設

された。その際には、村長であった要造の行政面での実質的な働きが不可欠であり、教育面での

整備がなされたことと考えられる。この後、1906（明治39）年、第五尋常小学校と名を改め、ま

た、占部村は六ツ美村と合併した。1908（明治41）年中島の第四尋常小学校と統合し、現在の六

ツ美南部小学校になった。同時期に占部天神社に占部役場もあったことが碑として残っている。 

 

占部天神社には1897（明治30）年と1906（明治39）年建立の2つの戦没者慰霊碑がある。鳥居の

近くには1956（昭和31）年3月建立の2つの六ツ美東部土地改良記念碑がある。また占部天神社に

は1902（明治35）年建立の常夜燈があり、この常夜燈ができたころには，この道路が占部と土呂

（福岡町）・岡崎を結ぶ道であった。現在の地方道岡崎碧南線は昭和に入ってから新しく作られ

たものである。思案橋を渡り、占部川の横を通って中村にはいる入り口にあたる場所に作られて

いるように思える。 
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占部天神社 20150728

役場記念碑 20150728

平井要造記念碑 20150728

占部天神社常夜灯
20150728

占部土地改良記念碑 20150728

占部天神社
戦没者慰霊碑
20150728
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本項は以下の資料を引用している。 

 

[六ツ美南部の歴史・文化を紐解く] 

著者  岡崎市立六ツ美南部小学校 高須 亮平 

発行日 2012（平成 24）年 3月 31日 初版発行 

印刷所 ブラザー印刷株式会社 

[わたしたちのふるさと 六ツ南 114選] 

監修者 総代会長 平井 良美 

    社教委員長 近藤 武美 

著者  岡崎市立六ツ美南部小学校 6年児童 114名 

    （平成 25年 3月 19日卒業） 

編者  岡崎市立六ツ美南部小学校 6年担任 

    権田 康成、加納 隆、坂井 純、榊原 美佐子、山本 佳愛 

発行日 2013（平成 25）年 3月 1日 初版発行 

印刷所 ブラザー印刷株式会社 

製本  ブラザー印刷株式会社 

発行  岡崎市立六ツ美南部小学校 
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